
メール判定の設定
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の場合
メールを暗号化する場合
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①左側『情報』を選択し、『証明書ダウンロード』をクリックします。

②以下のポップアップが表示されましたら、
『ファイルを保存する』を選択し、『OK』をクリックします。

③任意のフォルダに移動し『保存』をクリックします。
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④保存したファイルを実行すると
下図の様なポップアップが表示されますので、『開く』をクリックします。

⑤新しいポップアップが表示されましたら
『証明書のインストール』をクリックします。

⑥『次へ』をクリックします。
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⑦『証明書をすべて次のストアに配置する』を選択、『参照』より
『信頼されたルート証明機関』を選択し、『次へ』をクリックします。

⑧内容を確認し、『完了』をクリックします。

⑨下図の様な警告が出ますが、『はい』をクリックします。
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⑩『OK』をクリックして、証明書のインポートを完了します。

⑪『OK』をクリックして、ポップアップを閉じます。

⑫右上の『設定』をクリックし、画面左の『メール設定』をクリックします。



⑮設定を確認し、『確認』をクリックします。
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ブラウザでの設定完了後、Outlookでの設定を行いますので、
5.Outlook設定(IMAPS/POPS)を御確認ください。

⑬メール受信を『利用する』を選択し、『次へ』をクリックします。

⑭ブラウザ画面に戻りセキュア通信の『利用する』を選択し、
『次へ』をクリックします。

※『表示件名』の欄に入力した文字列がスパムメールのタイトル先頭に付与されます。



の場合
メールを暗号化しない場合
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①右上の『設定』をクリックし、
画面左の『メール設定』をクリックします。

②メール受信を『利用する』を選択し、
『次へ』をクリックします。
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③セキュア通信の『利用しない』を選択し、『次へ』をクリックします。

④設定を確認し、『確認』をクリックします。
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※『表示件名』の欄に入力した文字列がスパムメールのタイトル先頭に付与されます。
なお、デフォルトでは「-SPAM-」と表示されます。

ブラウザでの設定完了後、Outlookでの設定を行いますので、
6.Outlook設定(IMAP/POP)を御確認ください。



の場合
メールを暗号化する場合
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①左側『情報』を選択し、『証明書ダウンロード』をクリックします。

②以下のポップアップが表示されましたら、
『ファイルを保存する』を選択し、『OK』をクリックします。

③任意のフォルダに移動し『保存』をクリックします。
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④保存したファイルを実行すると
下図の様なポップアップが表示されますので、『開く』をクリックします。

⑤新しいポップアップが表示されましたら
『証明書のインストール』をクリックします。

⑥『次へ』をクリックします。
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⑦『証明書をすべて次のストアに配置する』を選択、『参照』より
『信頼されたルート証明機関』を選択し、『次へ』をクリックします。

⑧内容を確認し、『完了』をクリックします。

⑨下図の様な警告が出ますが、『はい』をクリックします。
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⑩『OK』をクリックして、証明書のインポートを完了します。

⑪『OK』をクリックして、ポップアップを閉じます。

⑫右上の『設定』をクリックし、画面左の『メール設定』をクリックします。



⑭ブラウザ画面に戻りセキュア通信の『利用する』を選択し、
『次へ』をクリックします。

⑮設定を確認し、『確認』をクリックします。
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※『表示件名』の欄に入力した文字列がスパムメールのタイトル先頭に付与されます。

ブラウザでの設定完了後、Outlookでの設定を行いますので、
5.Outlook設定(IMAPS/POPS)を御確認ください。

⑬メール受信を『利用する』を選択し、『次へ』をクリックします。



の場合
メールを暗号化しない場合
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①右上の『設定』をクリックし、
画面左の『メール設定』をクリックします。

②メール受信を『利用する』を選択し、
『次へ』をクリックします。
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③セキュア通信の『利用しない』を選択し、『次へ』をクリックします。

④設定を確認し、『確認』をクリックします。
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※『表示件名』の欄に入力した文字列がスパムメールのタイトル先頭に付与されます。
なお、デフォルトでは「-SPAM-」と表示されます。

ブラウザでの設定完了後、Outlookでの設定を行いますので、
6.Outlook設定(IMAP/POP)を御確認ください。



5.Outlook設定(IMAPS/POPS)
①画面右上の『ファイル』を選択します。

②『情報』タブより、『アカウントの設定』をクリックします。

③設定するメールアドレスを選択し、『変更』をクリックします。
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④右下の『詳細設定』をクリックします。

⑤受信サーバーポート番号をIMAPなら”143”、POPなら”110”に設定します。
使用する暗号化接続の種類を『TLS』とし、『OK』をクリックします。

⑥暗号化の設定が終わったので、『次へ』をクリックします。
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⑦以下のような警告が出ましたら、『証明書の表示』をクリックします。

⑧ウインドウ下部の『証明書のインストール』をクリックします。

⑨右下の『次へ』をクリックします。
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※この警告が出るメールサーバに関してはSSL通信のスパム判定に対応していない可能性があります。



⑩『証明書をすべて次のストアに配置する』を選択、『参照』より
『信頼されたルート証明機関』を選択し、『次へ』をクリックします。

⑪『完了』をクリックします。

⑫「正しくインポートされました。」の表示が出ましたら、
『OK』をクリックします。
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⑬証明書のインストールが終わったので、『OK』をクリックします。

⑭『はい』をクリックします。

⑮メールサーバーへの通信テストが完了しましたら、
『閉じる』を押して作業完了です。
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6.Outlook設定(IMAP/POP)
①画面右上の『ファイル』を選択します。

②『情報』タブより、『アカウントの設定』をクリックします。

③設定するメールアドレスを選択し、『変更』をクリックします。
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④右下の『詳細設定』をクリックします。

⑤受信サーバーポート番号をIMAPなら”143”、POPなら”110”に設定します。
使用する暗号化接続の種類を『TLS』とし、『OK』をクリックします。

⑥『次へ』をクリックします。
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⑦メールサーバーへの通信テストが完了しましたら、
『閉じる』を押して作業完了です。
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7.許可アドレス設定
①右上の『設定』をクリックし、画面左の『メール設定』をクリックします。

②『利用する』を選択し、『次へ』をクリックします。

③『許可アドレス』をクリックします。
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④『追加』をクリックします。

⑤文字入力欄にスパム判定されたくないメールアドレスを追加し、
『追加』をクリックします。

⑥メールアドレスを確認し『追加』をクリックして、完了です。
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8.検知アドレス設定
①右上の『設定』をクリックし、
画面左の『メール設定』をクリックします。

②『利用する』を選択し、『次へ』をクリックします。

③『検知アドレス』をクリックします。
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④『追加』をクリックします。

⑤文字入力欄にスパム判定してほしいメールアドレスを追加し、
『追加』をクリックします。

⑥メールアドレスを確認し『追加』をクリックして、完了です。
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9.ウィルス検知機能設定
①右上の『設定』をクリックし、画面左の『メール設定』をクリックします。

②『利用する』を選択し、『次へ』をクリックします。

③”ウィルス検知機能”の『利用する』を選択し、
検知時にメールタイトルに追加される文言を入力します。
（デフォルトでは「-VIRUS-」となっています。）
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④『次へ』をクリックします。

⑤内容を確認し、良ければ『確認』をクリックして作業は完了です。


